
ウォーキングのメリット
ウォーキングは、長く続けることで様々なメリットを
もたらしてくれます。腕を振って歩幅を広くしつつリ

ズミカルに歩くことで、日頃使っていない部分の筋肉を動か
し身体の血流がよくなります。また、有酸素運動であるウォ
ーキングは心臓、肺などの機能の向上を図ることができ、糖
代謝や脂肪代謝の改善など生活習慣病の予防や治療に役立ち
ます。

正しいウォーキング
脂肪がエネルギーとして消費され始めるのは運動開始
後約20分たってからですので、最低でも20分以上は

歩き続けることが必要です。しかし、あまり無理すると思わ
ぬ怪我をしたり嫌になったりで長く続けることが難しくなり
ます。気軽に考え1週間に2～3回、無理なく歩ける時間から始
めてみることをお勧めします。また、正しいウォーキングフ
ォームによって、疲れにくく怪我もしにくくなります。右の
図を参考にして歩きましょう。

ウォーキングを行う際の注意点
冬は寒さで身体が緊張していますので、ウォーキング
を始める前に必ずウォーミングアップをしてくださ

い。怪我の予防になります。また、ウォーキングをすると体
内水分量が減少し、血中濃度が高まり血栓が出来やすくなり
ますので、こまめに水分補給をしましょう。体への吸収が早
く、塩分も取れるスポーツドリンクがお勧めです。

◆お問合せ先　都市整備課　公園道路担当　☎３２‐５０７２

腕は90度に曲げ
て肩から動かす
ような感じでリ
ズム良く振る。

ひざはできる
だけ曲げない
で、腰から前
に運ぶ。

足はかかとか
ら着地し、後
方につま先で
けりだす。

背筋を伸ばし肩
の力を抜く。腰
の位置は一定の
高さに安定させ
る。

理想的なウォーキングフォーム

目線
１０～１５ｍ先を見る

公
園
を

歩
こ
う
♪

塩山ふれあいの森総合公園に
ウォーキングコース（２コース）

を設定しました！

健
康
に
一
歩
前
進
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ひょうたん池東側四阿付近にコース図及びウォー
キングの方法(歩幅の目安グラフや注意点等)の看板
があります。スタート＆ゴール地点もここです。

まほろば・ほろ酔い
クリスマスコンサ－ト
～スタインウェイとジャズのしらべ～

クラシックの名曲を聞き・ワインを片手にジャ
ズに酔いしれてください。

■日　時　12月6日（日）午後１時３０分～

（開場午後１時～）
■場　所　大和ふるさと会館
■公　演
第１部
・野入葉子（ピアノ）・鈴木

睦美（バイオリン）小原茂
（チェロ）によるクラシック

コンサ－ト
・スタインウェイのピアノとバイオリン＆チェロ

の響きをじっくりお楽しみ下さい。
第２部
・ＹＯＫＯ＆ＪＡＳＳ ＭＡＲＫＥＪＡＺＺコン

サ－ト
■入場料　１、８００円（全席自由）
■チケット販売所（販売中！）

甲州市民文化会館、勝沼中央公民館
大和ふるさと会館

■主　催
まほろば・ほろ酔いクリスマスコンサ－ト実行

委員会
■共　催　甲州市、（社）甲州青年会議所
■後　援　山梨日日新聞社、NHK甲府放送局、

テレビ山梨、山梨放送、ＦＭ甲府

◆お問合せ先
大和ふるさと会館　☎４８‐２９２１

※ドライバ－の方にはワインを提供することは
できません。

スタート地点には自分の歩幅を確認するための表
示があります。スタートから１０ｍ・１５ｍ先に
は目線の目安表示があります。

１００ｍ毎に距離表示あり。  ※一部看板表記あり
１.３Kmコースは青色。２.５kmコースは黄色。
※２コースの共通部は白色。

ふれ公ウォークで心身

ともにリフレッシュ！

まちづくり交付金事業の事後評
価原案を公表します。

市では平成１７年度から２１年度までの５年間

国土交通省のまちづくり交付金を活用して、「勝

沼ぶどうとワインの里地区」における近代産業遺

産整備事業を実施しています。この事業では最終

年度に事後評価を行い、まちづくり目標の達成状

況を確認して、市民の皆さんのお考えを伺いなが

ら、今後の方策を検討することとしています。こ

のため評価原案を次のとおり公表しますので、皆

さんのご意見、ご提言をお寄せ下さい。ホームペ

ージをご覧になれない方は、観光課（資源整備担

当）までお問い合わせ下さい。

■公表期間　11月30日（月）～12月14日（月）

■公表方法　市のホームページに掲載
◆お問合せ先　観光課　資源整備担当

☎４４‐１１１１

15 広報こうしゅう



日本ハンドボールリーグ・水野兄弟が凱旋試合

ハンドボールの最高峰である日本リーグ「琉球コラソ
ン対大同特殊鋼」が１１月１日に塩山体育館で行われま
した。琉球コラソンチームには、甲州市出身の水野兄弟

「水野裕矢さん、裕紀さん」が所属。試合は日本代表を
多く輩出しているチームを相手に、水野兄弟が中心とな
り奮闘をしましたが惜しくも敗退しました。しかし、会
場に訪れた７００名を超える観客は、水野兄弟の高いレ
ベルのプレーに大きな声援を送っていました。

写真左：水野裕矢さん
写真下：水野裕紀さん

これぞ甲州市故郷の味
武田陣中ほうとう祭り

秋の甲州市を「ほうとう」で楽しむ、第
３０回田武田陣中ほうとう祭りが１０月３
１日に日川渓谷レジャーセンターで行われ
ました。旬のキノコなど、地元の食材を存
分に活かした味に参加者は「美味しい！」
と何杯も食べていました。またＪＲ東日本
主催の駅からハイキングも同時開催し、１
０００名を超える観光客らが大自然の甲州
市を楽しみ、これぞ甲州市故郷の味『ほう
とう』を味わっていました。

秋のぶどう郷を快走！
勝沼ぶどう郷マラソン大会

秋のぶどう郷を快走する甲州市勝沼ぶどう郷マラソン
大会が、１０月２５日に中央公園広場をメーン会場に行
われました。今年の大会には、北海道から山口県まで全
国から約４４００名のランナーが４コース９種目に分か
れて健脚を競い合いました。ゴールの後には、甲州ぶど
うの配布やワインの試飲の無料サービス、また、お楽し
み抽選会など、参加のランナーだけではなく、応援に訪
れた皆さんも秋の甲州市を満喫していました。
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カシャ

歩いて発見、魅力ある深秋の甲州市を満喫
健康ウオークＩＮ甲州・ワインツーズム２００９

深秋の甲州市を歩いて地域の歴史や文化など、すべて
の魅力に触れ合ってもらおうと、１１月３日に健康ウォ
ークＩＮ甲州、１１月７日にワインツーリズム２００９
が行われました。それぞれ２０００名を超える参加者が
市内を歩き、神社仏閣や紅葉に染まる果樹園、ワイナリ
ーなどを巡り、楽しい思い出を作っていました。

（写真下：ワインツーリズム、写真右：健康ウォーク）

甲州種ワインの新酒が解禁！
甲州市勝沼ワイン新酒祭り

ワインの産地として有名な甲州市勝沼町。
勝沼ワイナリーズクラブは、甲州種ワインの
新酒解禁日の１１月３日に勝沼ぶどうの丘で
甲州市勝沼ワイン新酒祭りを行いました。

「待ってました！」と全国から多くのワイン
愛好家らが訪れ、同クラブの醸造家が心を込
めて仕込んだ新酒ワインを「色、香り、味覚」
とすべてを楽しんでいました。

長年の功績を称え
第５８回永年勤続優良従業員表彰式典

甲州市中小企業労務改善協議会と甲州市商工会では、
１１月６日に勝沼ぶどうの丘で第５８回永年勤続優良従
業員表彰式典を行いました。当日は１０年表彰、１５年
表彰、２０年表彰、３０年表彰と永年にわたり勤続され
た３６名に対して、甲州市の商工業を支え、地域の発展
に尽力している功績に対し、感謝の気持ちを込めて両会
が表彰しました。

カシャ
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固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
の
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
に
納
税

し
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

■
相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
は
お
早
め
に

土
地
・
家
屋
等
、
固
定
資
産
の
所
有
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
早
め
の
相
続
登

記
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
も
し
、
手
続
き

が
遅
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
続
人
の

中
か
ら
代
表
者
を
選
定
し
て
、
届
け
出
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
に
代
表
者
を
変
更
す
る

場
合
に
は
、
新
た
に
代
表
者
と
な
ら
れ
る

方
の
変
更
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く

亡
く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
方
が
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

口
座
振
替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

新
た
な
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
共
有
名
義
の
代
表
者
の
変
更
は
・
・
・

土
地
、
家
屋
等
を
複
数
の
方
で
共
有
し

て
い
る
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
が
納
税

義
務
者
に
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
共

有
者
の
中
か
ら
代
表
者
１
人
に
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
代
表
者
の
変
更
を

す
る
場
合
に
は
、『
変
更
届
』
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

※
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
住
宅
用
地
の
変
更
は
届
け
出
を
…

住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
税
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
土
地
を
所
有
す

る
方
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
に
関
連

し
、
１
月
１
日
現
在
の
土
地
の
利
用
状
況

な
ど
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
住
宅
用
地
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
】

①
住
宅
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
等
）
を
新
築
・
増
築
し
、
そ
の
敷
地

が
新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

※
家
屋
評
価
に
伺
っ
た
と
き
に
申
告
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

②
住
宅
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊

し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
な
く
な
っ

た
場
合

③
事
務
所
・
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築
ま

た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
新
た
に

住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

④
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
な
ど
に
改
築
、

ま
た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅

用
地
で
な
く
な
っ
た
と
き

【
住
宅
建
て
替
え
中
の
土
地
は
・
・
】

旧
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
翌
年
の
１

月
１
日
現
在
、
旧
住
宅
に
代
わ
る
新
住
宅

を
建
て
替
え
中
で
一
定
要
件
に
該
当
す
る

土
地
は
、
そ
の
ま
ま
住
宅
用
地
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
。

■
申
告
期
限
は
１
月
末
ま
で

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
は
、
翌
年
の

１
月
末
日
ま
で
に
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
た
は
各
地
域
総
合
局
へ
申
告
し
て
下
さ

い
。

◆
お
問
合
せ
先

税
務
課

資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
５
４
・
１
５
５
）

勝
沼
地
域
総
合
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
44
‐
１
１
１
１
（
内
線
17
）

大
和
地
域
総
合
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
48
‐
２
１
１
１
（
内
線
12
）

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用
い

る
機
械
、
構
築
物
、
車
両
（
自
動
車
税
、

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
大
型

特
殊
自
動
車
な
ど
）、
器
具
備
品
な
ど
を
い

い
、
土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
資
産
を

お
持
ち
の
方
（
市
内
で
会
社
、
工
場
ま
た

は
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
事
業
主
）

は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
２
月
１
日

（
月
）
ま
で
に
税
務
課
ヘ
申
告
書
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
昨
年
申
告
を
さ
れ
た
方
（
事
業

所
）
に
は
、
12
月
中
に
申
告
書
を
発
送
い

た
し
ま
す
が
、
新
し
く
事
業
を
始
め
た
方

や
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
税
務
課

資
産
税
担
当
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

税
務
課

資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
５
４
・
１
５
５
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

償
却
資
産
申
告
は
２
月
１
日
ま
で

給与所得に係る個人住民税の
特別徴収を山梨県とすべての
市町村は実施していきます。

給与所得に係る個人住民税の特別徴収とは、
給与の支払者（事業主）が、所得税の源泉徴収
と同様に、給与所得者（従業員）に代わって、
通知された住民税額を毎月の給与から差引き、
翌月の１０日までに市町村に納入する制度のこ
とをいいます。

地方税法や市町村条例により給与所得者の個
人住民税は、原則として特別徴収により納めて
いただくことになっております。（地方税法３
２１条の３より）
■特別徴収のメリットとして・・・
・普通徴収が原則として年４回納付であるのに
対し、特別徴収は年１２回納付になりますので、
１回あたりの負担が普通徴収に比べて少なくて
すみます。
・給与からの差引きにより、納税義務者様が金
融機関等に納めに行く手間がなくなります。
・給与からの差引きにより、納め忘れがなくな
ります。
◆お問合せ先

税務課　市民税担当
☎３２‐２１１１（内線１５１～１５３）

18平成21年12月



市では、近年増加する耕作放棄地を解消していく

ため、「甲州市地域耕作放棄地対策協議会」を設立し

ました。荒れた農地を引き受けて、営農を再開して

いただく方には、再生作業や土壌改良、施設整備等

に対する交付金が受けられますので、ぜひご活用下

さい。なお、支援をご希望の方は、協議会事務局ま

で事前にご相談下さい。

■対象者

耕作放棄地を「農地銀行」等により借り受け、又

は農地法により買い受けて、再生後５年間以上耕作

を継続する農業者、または法人。

※生前一括贈与など家族間での権利移動は除く

■対象農地

甲州市内に所在する農地（農振農用地に限る）

■実施年度　平成２１年度～２５年度

※右表①再生作業に対する支援は平成２３年度まで

■申請先　　甲州市地域耕作放棄地対策協議会

（勝沼庁舎１階）

◆お問合せ先　甲州市地域耕作放棄地対策協議会

事務局 農林商工課 ☎４４‐１２０５

再生、営農を支援します！

耕作放棄地 耕作放棄地再生利用交付金
●支援概要

耕作放棄地を再生活用する借り手側、買い手側

に抜根・整地などに要する経費の支援をします。

●交付金額

①再生作業（障害物除去、深耕、整地）に対する

支援

荒廃の程度に応じ１０a当り次のとおりです。

・作業にかかる費用が６～１０万円の場合

→補助額３万円

・作業にかかる費用が１０万円を超える場合

→補助額５万円

・荒廃程度が大きく重機等を用いて行なう費用が

１０万円以上の場合　　→総費用の１/２補助

②土壌改良に対する支援

１０a当り２万５千円（最大２年間）

③営農定着に対する支援

１０a当り２万５千円（１年間）苗木購入など

④農業用施設等に対する支援

（補助率１／２）用排水施設、鳥獣被害防止施設、

果樹棚等の整備

固
定
資
産
税
の
課
税
地
目
は
、
１
月
１

日
時
点
の
現
況
に
よ
り
認
定
し
賦
課
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。（
現
況
主
義
）

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
ら
れ
た
農
地

は
、
農
地
法
の
制
約
を
受
け
な
い
土
地
と

な
り
、
現
況
が
田
、
畑
で
あ
っ
て
も
地
方

税
法
に
基
づ
く
国
の
固
定
資
産
評
価
基
準

（
昭
和
38
年
12
月
25
日
自
治
省
告
示
第
１
５

８
号
）
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
の
課
税
地

目
は
宅
地
並
み
課
税
地
（
介
在
田
、
畑
）

と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
後
、
転
用
許
可
目
的
に
従

っ
た
事
業
を
行
い
、
そ
れ
が
建
物
建
築
で

あ
れ
ば
宅
地
、
資
材
置
場
・
駐
車
場
で
あ

れ
ば
、
雑
種
地
等
と
し
て
認
定
し
賦
課
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

税
務
課

資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
５
４
・
１
５
５
）

勝
沼
地
域
総
合
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
44
‐
１
１
１
１
（
内
線
17
）

大
和
地
域
総
合
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
48
‐
２
１
１
１
（
内
線
12
）

農
地
転
用
許
可
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
皆
様
へ

平成21年工業統計調査に
ご協力をお願いします。

経済産業省・山梨県・甲州市では、平成
２１年１２月３１日を調査期日として工業
統計調査を実施します。

調査結果は、国や地方公共団体の行政施
策の重要な基礎資料として使われるほか、
企業、大学などでの研究資料、小・中・高
等学校の教材など広く利用されています。

調査をお願いする事業所には、知事から
任命された統計調査員が調査票を持ってお
伺いしますので、調査にご協力をお願いし
ます。

なお、調査票に記
入していただいた内
容については、統計
法に基づき秘密が厳
守されますので、正
確なご記入をお願い
します。

◆お問合せ先
農林商工課
ワイン・商工担当
☎４４‐１２０５

コウちゃん（工業統
計イメージキャラク
ター）

子育て応援特別手当（平成21

年度版）の執行停止について

市では、手当の支給に向けて準
備を進めてきましたが、国の予算
の執行停止により、事業が中止さ
れることになりました。支給対象
者の方々には大変ご迷惑をおかけ
いたしますが、ご理解くださいま
すようお願いいたします。
◆お問合せ先　子育て対策課

児童福祉担当 ☎３２‐５０８１
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■
日
　
時

平
成
22
年
１
月
17
日
（
日
）

午
後
４
時
～
（
開
場
・
午
後
３
時
30
分)

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）
　
８
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
入
場
券
販
売
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

菊
島
楽
器

☎
33
‐
５
１
１
５

甲
府
音
協

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
３
９
７
５

■
出
　
演

・
指
揮
　
　
　
　
　
小
松
　
長
生

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
　
漆
原
　
朝
子

・
管
弦
楽

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

■
曲
　
目

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

協
奏
曲
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
　
交
響
曲
第

９
番
　
ホ
短
調
　
作
品
９
５
「
新
世
界
よ

り
」

■
主
　
催

文
化
庁
・
山
梨
県
・
山
梨
県
文
化
芸
術

振
興
プ
ラ
ン
推
進
事
業
実
行
委
員
会
・
甲

州
市
公
民
館
館
長
主
事
会

■
共
　
催

甲
州
市
・
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
／
月
・
祝

日
休
館
、
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
が
休
館

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
は
だ
か
の
王
様
』

■
日
　
時

平
成
22
年
３
月
28
日
（
日
）

午
後
４
時
～
（
開
場
・
午
後
３
時
30
分)

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

Ｓ
席
　
４
、
２
０
０
円

Ａ
席
　
３
、
１
５
０
円

Ｂ
席
　
２
、
１
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料
（
３
歳
未
満
の
着
席
鑑

賞
は
有
料
）

■
入
場
券
販
売
開
始

12
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
～

※
電
話
受
付
販
売
は
、
12
月
15
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
入
場
券
販
売
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

菊
島
楽
器

☎
33
‐
５
１
１
５

山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
９
１
３
１

甲
府
音
協

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
３
９
７
５

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
／
月
・
祝

日
休
館
、
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
が
休
館

ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
、
寺
山
修
司
と

劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
！

劇団四季ミュージカル「はだかの王様」

入
場
券
販
売
中
！
新
日
本
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

甲
州
市
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

新日本フィルハーモニー交響楽団

平成２２年　甲州市成人式
１月１０日（日）に挙行

平成２２年１月１０日（日）午後１時から「第

５回甲州市成人式」を開催いたします。

■場　所　甲州市民文化会館ホール

■受　付

正午～午後１２時５０分

■対象者

平成元年４月２日～平成２年４月１日までの出

生の方

※該当者には、成人式の

案内状を１２月中旬に送

付をいたします。

なお、市外へ一時転出

している方で甲州市で成

人式を迎えたい方は、１

２月１５日（火）までに

甲州市教育委員会までに

ご連絡下さい。

◆お問合せ先

甲州市教育委員会　生涯学習課

社会教育担当（甲州市民文化会館内）

☎３２‐１４１１

20平成21年12月



甲
州
市
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
り
、
今
日
ま
で
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
偉
大
な
先
人
が
築
き

上
げ
て
き
た
貴
重
な
財
産
や
資
源
、
そ
し

て
教
え
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
現
在

の
私
た
ち
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
は
、
甲
州
市
に
関
係
す
る
先
人

達
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
歴
史
的
背
景
、

現
在
に
伝
わ
る
遺
産
な
ど
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
生
涯
教
育
活
動
へ
の
発

展
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
後
期

『
甲
州
市
民
教
養
講
座
』
」
を
次
の
内
容
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

●
前
期
講
座
（
３
回)

に
引
き
続
き
、
後
期

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
全
６
回
の
講
義
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
、

教
育
委
員
会
よ
り
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
大
会
議
室

■
受
講
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

■
受
講
料
　
無
料

■
定
　
員
　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

生
涯
学
習
課
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接
申

し
込
み
下
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
（
市
民
文
化
会
館
内
）

☎
32
‐
１
４
１
１
FAX
32
‐
３
３
９
１

甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
主
催
で

は
、
新
春
か
る
た
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

か
る
た
取
り
の
ほ
か
、
餅
つ
き
、
こ
ま

回
し
、
羽
根
つ
き
な
ど
日
本
の
伝
統
あ
る

正
月
行
事
や
遊
び
を
地
域
の
方
々
に
教
わ

り
な
が
ら
行
い
ま
す
。
次
の
内
容
を
確
認

の
う
え
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
　
時

平
成
22
年
１
月
５
日
（
火
）
午
前
10
時
～

■
場
　
所
　
甘
草
屋
敷
（
主
屋
・
小
屋
）

■
参
加
費
　
無
料

■
対
　
象

甲
州
市
内
在
住
の
未
就
学
児
か
ら
中
学
生

■
使
用
か
る
た

・
ふ
る
さ
と
か
る
た
え
ん
ざ
ん

未
就
学
児
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

・
小
倉
百
人
一
首

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
人
数
（
１
２
０
名
）

・
未
就
学
児
の
部
　
　
　
　
　
　
15
名

・
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
　
　
30
名

・
小
学
校
３
・
４
年
生
の
部
　
　
30
名

・
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
　
　
30
名

・
百
人
一
首
の
部
　
　
　
　
　
　
15
名

※
各
部
と
も
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

12
月
15
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

※
期
日
前
の
申
し
込
み
は
、
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

■
申
込
方
法

生
涯
学
習
課
へ
、
直
接
電
話
で
申
し
込

み
下
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
お
願
い
し

ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
（
市
民
文
化
会
館
内
）

☎
32
‐
１
４
１
１

市
民
文
化
会
館
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
室

特
別
展
と
し
て
、
勝
沼
図
書
館
の
協
力
に

よ
り
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
歴
史
や
甲
州
市
で

作
ら
れ
て
い
る
ぶ
ど
う
の
品
種
等
に
つ
い

て
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

■
開
催
期
間

12
月
17
日
（
木
）
～
２
月
４
日
（
木
）

■
開
催
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
（
12
月
28
日
～
１
月
５
日
）、
１
月
12
日

（
火
）
は
休
館
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
開
催
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

平
成
21
年
度
「
甲
州
市
民
教
養
講

座
」
～
甲
州
を
支
え
た
人
々
～

後
期
講
座
開
講

新
春
か
る
た
大
会

歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展

ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の
資
料
展
開
催

塩山地域の小・中学生による文化祭の入賞作品を
展示します。

●１２月１７日（木）まで ●
小中学生絵画・書道

＜教育長賞＞
●１２月１８日（金）～１月３日（日）●

小中学生絵画・書道
＜文化協会長賞＞

※展示内容・期間につきましては、変更になる場
合もあります。

塩山駅南口市民ギャラリー
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎(

水
曜
日) 

午
後
５
時
30
分
～
７
時

12
月
２
日
、
９
日
、
16
日

◎(

土
曜
日) 

午
後
１
時
～
４
時

12
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

◆
場
所
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

遠
藤
養
蔵
氏
　

FAX
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

阪
本
孝
義
氏(

中
途) 

☎
44
‐
１
０
８
６

羽
村
千
鶴
氏(

中
途) 

☎
22
‐
９
６
１
６

（
山
梨
市
老
人
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
FAX
33
‐
２
３
０
７

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
対
応
し
ま

す
。

■
日
　
時

12
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み

12
月
11
日
（
金)
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
　
時

12
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
～

■
講
　
師
　
岩
波
　
正
勝

先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
場
所
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
FAX
33
‐
２
３
０
７

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に

「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
保

険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年

金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

・
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が

変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口

と
し
て
引
き
続
き

ご
利
用
で
き
ま

す
。

・
日
本
年
金
機
構

の
設
立
に
伴
い
、

国
民
の
皆
様
方
に

何
ら
か
の
手
続
を

し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
一
切
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課

年
金
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
５
・

１
１
２
）

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

日
本
（
に
っ
ぽ
ん
）
年
金
機
構
が

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

無料法律相談

■日時　12月15日（火）午後１時～５時
■場所　大和ふるさと会館 ２階 研修室３
■対象　市内在住者
■定員　８名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は、完全予約制です。
※１２月７日（休祭日を除く）から予約を受
付けます。
◆申込み・お問合せ先

市民生活課　市民生活担当
☎３２‐５０６８

人権擁護委員
特設人権相談所開設

■日時　12月４日（金）
午前１０時～午後３時

■場所　・恩賜林記念会館 ２階 和室
・勝沼防災センター ２階 Ａ会議室
・大和ふるさと会館 ２階 研修室３

■内容　いじめ、親族間トラブル、差別、
配偶者からの暴力など人権に係わる相談
※相談は無料で秘密は固く守られます。
◆申込み・お問合せ先

市民生活課　市民生活担当
☎３２‐５０６８

障
害
者
陶
芸
教
室
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■
助
成
対
象
者

平
成
21
年
度
分
の
自
動
車
税
、
も
し
く

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
者
、

ま
た
は
平
成
22
年
度
か
ら
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
で
、
障
害
の
程
度
が
次

に
該
当
す
る
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
又
は

２
級
で
あ
る
こ
と
。

②
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
害
の
程
度

が
Ａ
‐
１
、
Ａ
‐
２
ａ
、
Ａ
‐
２
ｂ
、
ま

た
は
Ａ
‐
３
で
あ
る
こ
と
。

③
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程
度
が

特
別
項
症
、
第
１
項
症
又
は
第
２
項
症
で

あ
る
こ
と
。

■
助
成
対
象
と
な
る
期
間
・
燃
料

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
税
の
減
免
を
受
け
た
自
動
車
、
ま
た

は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る
た
め
購
入
し
た

燃
料
。
た
だ
し
、
期
間
の
中
途
で
新
た
に

減
免
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
対
象
と

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
が
対

象
期
間
で
す
。（
た
だ
し
、
対
象
と
な
っ
た

日
が
月
の
初
日
の
場
合
は
、
当
該
月
か
ら

対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。）

■
手
続
き

市
役
所
障
害
福
祉
担
当
課
の
窓
口
、
峡

東
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
の
窓
口
に
関

係
書
類
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
請
求
受
付

前
に
、
関
係
書
類
を
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

■
持
ち
物

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
金
請
求
書
、
宛
名
に
請
求
者
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書
及
び
購
入
量
計
算
書
又

は
支
払
証
明
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

※
「
減
免
申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
。

印
鑑
、
車
検
証
、
請
求
者
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
は
除
く
）

■
請
求
書
受
付
期
間
及
び
場
所

平
成
22
年
１
月
18
日
（
月
）
か
ら
２
月

５
日
（
金
）
ま
で
に
会
場
、
ま
た
は
峡
東

保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
の
窓
口
に
て
請

求
し
て
下
さ
い
。
持
参
で
き
な
い
方
は
郵

送
に
よ
る
請
求
も
で
き
ま
す
。

■
日
時
・
受
付
会
場

平
成
22
年
１
月
18
日
（
月
）

山
梨
市
役
所
西
館
　
１
０
１
会
議
室

平
成
22
年
１
月
20
日
（
水
）

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
視
聴
覚
室

平
成
22
年
１
月
22
日
（
金
）

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
会
議
室

平
成
22
年
１
月
25
日
（
月
）

笛
吹
市
学
び
の
杜
み
さ
か
　
会
議
室

平
成
22
年
１
月
27
日
（
水
）

東
山
梨
合
同
庁
舎
　
１
０
１
会
議
室

※
な
お
受
付
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
受
付
会
場
に
行
け
な
い
場
合

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
で
は
平

成
22
年
１
月
18
日
（
月
）
か
ら
２
月
５
日

（
金
）
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
は

平
成
22
年
１
月
18
日
（
月
）
か
ら
２
月
５

日
（
金
）
ま
で
の
消
印
で
、
峡
東
保
健
福

祉
事
務
所
ま
で
郵
送
し
て
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課

山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１

☎
20
‐
２
７
５
０
FAX
20
‐
２
７
５
４

■
平
成
21
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
　
―
考

え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う

思
い
や
り
の
心
―
」

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料

障
害
費
助
成
事
業

地域密着型サービス事業者
を募集します

甲州市では、平成２２年度に地域密着型介護老人福祉施設

を整備し、サービスの提供を開始する事業者を募集します。

（平成２１年６月に募集した地域密着型サービス事業のうち、

選定された事業者がなかった地域密着型介護老人福祉施設入

所者生活介護サービスを行う事業者を再募集するものです。）

■対象となる地域密着型施設の概要
・地域密着型サービスの種類

地域密着型介護老人福祉施設入所者
生活介護（定員２９人以下）

・計画圏域　市内全域
・募集数　　１事業者

■募集期間　12月1日（火)～平成22年1月15日（金)
■対象者

平成２２年度に地域密着型サービス事業所を整備し、サー
ビスの提供を開始する事業者（社会福祉法人）
■募集方法

詳細については、介護保険担当へお問い合わせのうえ、募
集に関する事前説明を受けてください。

◆受付・お問合せ先
福祉介護課　介護保険担当
〒404-8501甲州市塩山上於曽1040
☎３２‐５０６６　FAX３２‐１８１８

献血にご協力を
■日時　12月21日（月)

午前９時３０分～１１時３０分

午後１２時３０分～３時３０分
■場所　甲州市民文化会館南駐車場
■主催　甲州市

塩山ライオンズクラブ
■お願い

輸血用血液の安全対策として本人確認
のできるもの（運転免許証など）をご持
参下さい。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー

23 広報こうしゅう



勝
沼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
の

輿
石
悠
さ
ん
、
古
屋
樹
さ
ん
は
、

10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
関
東

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
６
年
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
で

準
優
勝
し
、
関
東
代
表
と
し
て
、

12
月
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

輿
石
さ
ん
と
古
屋
さ
ん
は
、
と

も
に
勝
沼
小
学
校
に
通
う
同
級
生
。

２
人
は
小
学
１
年
生
で
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
始
め
、
２
年

生
の
時
に
ペ
ア
を
組

み
今
年
で
４
年
目

で
、
息
の
合
っ
た
プ

レ
ー
で
実
力
を
つ

け
、
昨
年
は
山
梨
県

勢
と
し
て
初
め
て
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
全

国
大
会
に
出
場
し
、

ベ
ス
ト
16
と
の
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

お
互
い
の
良
い
と

こ
ろ
を
教
え
て
下
さ

い
と
の
質
問
に
２
人

は
「
え
～
！
」
と
言

い
な
が
ら
も
「
輿
石

く
ん
の
ほ
う
が
パ
ワ

ー
あ
る
よ
」
「
シ
ン

グ
ル
で
や
る
と
古
屋

く
ん
に
は
勝
て
な
い
」
な
ど
互
い

の
実
力
を
認
め
合
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
笑
顔
で
話
す
２
人
は
、
練

習
に
な
る
と
、
小
学
生
と
は
思
え

な
い
真
剣
な
表
情
で
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

同
少
年
団
代
表
の
宮
健
次
さ
ん

は
「
今
ま
で
の
成
績
に
満
足
せ
ず
、

全
国
大
会
も
そ
う
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」
と
２
人
に
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

「
全
国
制
覇
！
」
を
目
標
に
、
輿

石
さ
ん
と
古
屋
さ
ん
は
熱
い
気
持

ち
と
情
熱
で
全
国
大
会
に
向
け
た

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
18
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

勝
沼
か
ら
全
国
制
覇
へ
挑
戦

古
屋
樹
さ
ん
（
写
真
右
）

輿
石
悠
さ
ん
（
写
真
左
）

勝沼バドミントン少年団の皆さん

輿石悠さん（等々力）

古屋樹さん（勝　沼）

甲州市出身のジャパンラグビー

トップリーガー凱旋

■日時　12月12日（土）午後２時キックオフ
■場所　小瀬スポーツ公園陸上競技場
※県内の小、中、高校生を自由席に無料で招待しま
す！激しいぶつかり合いをぜひ目の前で！
◆お問合せ先

山梨県ラグビーフットボール協会
☎０８０‐４１８１‐９２０７

住宅手当緊急特別措置事業
平成２１年１０月より、離職者であって就労能

力及び就労意欲のある者のうち、住宅を喪失して

いる者又は喪失するおそれのある者を対象とし

て、６ヶ月間を限度として住宅手当を支給すると

ともに、住宅確保・就労支援員による就労支援等

を実施し、住宅及び就労機会の確保に向けた支援

を行っています。

※手当ての支給額は地域ごとに上限額が設定され

ます。（生活保護の住宅扶助特別基準に準拠）

◆制度のお問い合わせ先

・住宅手当緊急特別措置事業　

福祉介護課　　　　　　　☎３２‐５０７３

・総合支援資金融資　　　　　　

・臨時特例つなぎ資金貸付　　

甲州市社会福祉協議会　　☎３２‐３２８８

・就職安定資金融資　　　　　　

・訓練・生活支援給付　　　　　

ハローワーク塩山　　　　☎３３‐８６０９

サントリー
サンゴリアンズ

リコー
ブラックスラム

有賀 剛選手
塩山北中出身

武川正敏選手
松里中出身

VS

チケット
販売中！
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温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方から、ご寄付をいただきました。
・雨宮　正明さん　　(下萩原)

◎市社会福祉協議会へ
・故 小林　宗子さん (上井尻)

ふるさと納税制度によるご寄付いただきました

・中村　忠正さん　　(東京都)
・兼信　ふみ子さん　(東京都)

不動産無料相談
■日時　12月16日（水）午後１時～５時
■場所　杜の交流館（峡東森林組合）

☎３３‐２９０１
◆申込み・お問合せ先
（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

毎年、年末年始になると
「ひったくり・空き巣」などの・・・

「窃盗事件」

金融機関や深夜スーパーなどを対象にした・・・

「強盗事件」

あらゆる手口の・・・

「振り込め詐欺」
などが多発しています。

平成21年12月15日（火）から

平成22年1月5日（火）までの間

年末・年始特別警戒取締り
を実施します！

・各種事件、事故防止のための警戒活動
・防犯協会等、各種防犯団体と協力しての防

犯診断、特別警戒パトロール
・振り込め詐欺被害防止対策

●年末は何かとあわただしくなりがちです。
日常生活にスキが生じないように、家族や職
場、地域ぐるみで自主防犯意識を高めるよう
心がけましょう。

年末年始における運転免
許証の更新について

日下部警察署での運転免許証の更新事務は・・

年末は、12月28日（月）まで

年始は、 1月 4日（月）から

※総合交通センターでの運転免許証の更新事務

も同様です。

●有効期限の末日が１２月２９日から１月３日

の間になっている方は１月４日まで有効期限が

延長されます。

●年末年始の窓口は大変混雑をいたします。更

新期間は「誕生日の前後１ヶ月」なので、期間

に余裕のある方は年末年始は避けることをお勧

めします。

例年行ってきました「ひとり暮らし老人歳末
援護物資」の配布につきまして、今年度から廃
止させていただきます。お問い合わせは甲州市
社会福祉協議会までお願いいたします。
■甲州市社会福祉協議会　☎３２‐３２８８

こうした犯罪の発生を防止するために・・

年末年始の犯罪・事故防止
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有料広告

住民基本台帳カードによる証明書自動交付機が、土曜、日曜、祝日（年末年始を除く）も稼動
していますので、ご利用下さい。利用、休止日の詳細については、市民生活課　住民記録・戸
籍担当（（代）☎３２‐２１１１、（直）☎３２‐５０６１）にお問い合わせ下さい。
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「カムカムクラブ」の３・４年生が主
体となって運営したビッグアニマシオン。

勝沼図書館
カムカムフェスタ
２００９が開催♪

「まーの・あ・ま
ーの」の皆さんに
よる手話のおはな
し会。絵本にあわ
せて「いいからい
いから」という手
話を覚えました。

ご協力ありがとうございました。

およっちょいまつりでのブックフリーマーケッ
トに際し、たくさんの献本及びご協力をありがと
うございました。今年度の収益金につきましては、
図書購入費としてみいづ保育園に寄付させていた
だきました。今後も、ご家庭で不要になった図書
の献本を受け付けています。詳しくは塩山図書館
まで。　　　　　　　　～図書館友の会～

市内図書館
クリスマス
お話し会！

大和図書館子どもクリスマス会
■日時　12月５日（土）午後２時～
■場所　大和ふるさと会館　まほろばホール
■内容　絵本くらぶのみなさんによる　読み聞かせ

やわらべうた、ピアニストの方によるクリ
スマスソングの演奏　など

勝沼図書館クリスマスお話し会
■日時　12月12日（土）午後１時３０分～
■内容　●ティンカーベル

パネルシアター『おおきなだいこん』、　　
『やまごやいっけん』・クリスマスの絵
本の読み聞かせ
●ききみみずきん
おはなし「ひなどりとねこ」、手袋人形
「クリスマスうさぎ」、パネルシアター
「ぶたたぬききつねねこ」

塩山図書館クリスマス子どもの集い
■日時　12月20日（日）午後１時３０分～

■場所　甲州市民文化会館 ２階 大会議室
■内容　学院短期大学の学生さんたちによるリズム

体操、職員による大型かみしばい、
わらべうた　など

※１２月１３日（日）までに塩山図書館までお申込
み下さい。

「ティンカーベル」
の皆さんによるペ
ープサートや紙芝
居。手話の同時通
訳もあり、聞こえ
る子も聞こえない
子も一緒に楽しみ
ました。
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/




